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地域を担う“人” 

「田舎こそ大学生と組む！－当事者が語る学生の強みと弱み」 

大分大学 経済学部 地域システム学科 准教授 山浦 陽一  

  

大学生は地方には少ない「ワカモノ」であり、都会や他県出身の「ヨソモノ」であり、柔軟かつ斬新な

発想をもった「バカモノ」でもあります。地域資源に新たな光を当て、アイディアを生み出し、ビジネ

スに繋げます。大学生が何を考え、何が得意で何が苦手か、大学はどうバックアップしているの

か、当事者の生の言葉で伝えます。 

 

場所  大分県信用組合 

     研修センター 2 階 
 

講座  9：30～12：00 
 

受講料 無料 土 

「学校の枠を超えて活躍する若者の原動力とは？」 
大分大学経済学部経営システム学科 4年  

学生団体 BTG 大分   代表   片山 遼 

 
現代の若者が田舎へ入っていく理由は何か。しかも、それが大学の講義などではないということは、

どういうことを指すのか。学生団体として存在することで、学生にとってどのような影響を与え、また社

会に影響を与えているのか。学生という若者を動かす原動力を皆さんに伝えます。 
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